


平成10:i:f3月広報たまかわ

五
平

「
転
作
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
か
あ

5
」

平
成
問
年
度
緊
急
生
産
調

整
推
進
対
策
の
事
業
の
種
類

は
、
次
の
表
3
の
と
お
り
で
す
。

一
般
的
に
は
、
稲
作
の
代

わ
り
麦
や
大
一
豆
、
野
菜
な
ど
を
作

付
け
す
る
転
作
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な

事
業
形
態
が
あ
り
ま
す
。
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@
米
の
在
庫
縮
減

平
成
問
年
mw
月
末
の
国
産
米
持

越
在
庫
四
一
患
が
一
一
一
七

O
万
ト
ン
に
達

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
適
性
備
蓄
水
準
の
上
限

で
あ
る
こ

0
0
万
ト
ン
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
、

2
年
間
か
け
て

在
庫
を
一
七

O
万
ト
ン
縮
減
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

(H12年10月末)

図 1
(H 10fl:) 

王手間縮減譲

転
作
作
物
は
、

大
援
に
決
め
た
。

カ
ァ
ち
ゃ
ん
、

思
予
の
た
め
に
も

が
ん
ば
ろ
う

間
関
栂
は

菌
讃
悦
@
純
明
陥

平
成
mw
年
度
の
村
の
配
分
面

積
は
一
七
二
・
四
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
な
り
ま
す
。

こ
の
面
積
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
約
六

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
増

量
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村

全
体
の
水
田
面
積
が
約
五

O

二
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
か

ら
、
全
体
の
は
・

4
%
が
配
分

面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

推進地区別配分一覧表

川一町一止川一花

山
一
山
一
川

8，513 

34 

133 

2 

@
生
産
調
整
目
標
面
積

平
成

ω年
度
に
必
要
な
生
産
調

整
面
積
は
、
九
六
万
一
一
一
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
(
現
行
対
策
に
比
べ
て
一
七

万
六
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
拡
大
)
に
な

り
ま
す
。
(
図
2
参
照
)

な
お
、
目
標
面
積
に
つ
い
て
は
、

毎
年
の
需
給
・
価
格
動
向
等
を
踏

ま
え
て
、
毎
年
適
切
な
克
症
し
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

172.48ha 

2，166ha 
(10，213，950 

五米kg)

9.18ha 
(43，380 
五米同)

(合計370万トン)

36，229ha 963，000ha 

臨 2平
「
お
役
人
さ
ん
、
俺
家
の

配
分
面
積
と
か
い
う
も
の
は
、

ど
う
や
っ
て
決
ま
る
の
?
」

役
人
「
平
成
山
年
度
の
水
稲
共

済
細
百
害
の
水
田
面
積
は
、

五
平
さ
ん
家
は
ど
れ
く
ら
い

で
す
か
?
」

五
平
「
ち
ょ
う
ど
一
町
歩
だ
な
」

役
人

「
そ
れ
じ
ゃ
、

I
M
の
M
・

4
%
だ
か
ら
、
災
・

4
a
が
配

分
面
積
と
な
り
ま
す
ね
。
」
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玉
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81.911 

55，083 

31，975 

30，801 

1，727，094 

25 

887 

1，017，377 

116，946 

456，500 

402，016 

465，200 

536，606 

379，527 

252，592 

271，067 
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役
人
「
生
産
調
整
を
実
施
さ
れ

た
方
々
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

利
点
が
あ
り
ま
す
。
転
作
へ

の
助
成
や
稲
作
へ
の
助
成
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
次
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
」

「と
も
補

五
平
「
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
な
。
と
こ
ろ
で

償
』
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
い
?
」

役

人

「

簡
単
に
言
、
っ
と、

生
産
者
が
面
積
な
ど
に
応
じ

て
お
金
を
出
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
お
金
と
国
か
ら

の
助
成
金
を
合
わ
せ
て
生
産
調
整
を
実
施
し
た
人
に

補
償
金
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
な
ん
で
す
。
」

平
成
9
年
度

玉
川
村
体
育
協
会
表
彰

功
労
者
・
優
秀
選
手
市
名
に

村
体
育
協
会
表
彰
式
は
、

2
月
幻
日
午
後
7
時
か
ら
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
1
ル
普
及
の
功
労
者
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
等
同
名
に
渡
辺
体
育
協
会
長
か

ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平成10犀3月広報たまかわ

五
平

「
俺
は
い
く
ら
お
金
を
出

せ
ば
い
い
の
?
」

役

人

「

m
a当
た
り
国
三
一一千

円
、
村
へ

二
千
円
の
合
計
五

千
円
に
な
り
ま
す
」

五
平
「
補
償
金
は
、
ど
れ
く
ら

い
世
貝
、
え
る
の
?
」

役

人

「

一
般
作
物
転
作
だ
と
叩

a
当
た
り
国
か
ら
二
万
五
子

円
と
超
過
達
成
面
積
に
対
し

て
村
か
ら
の
補
償
金
が
あ
り

ま
す
。」

五

平

「

『
新
た
な
米
政
策
確
立

円
滑
化
事
業
」
つ
う
の
は
ど

ん
な
こ
と
な
ん
だ
い
?
」

役

人

「

平
成
叩
年
度
、
生
産
調

整
に

一
生
懸
命
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
生
産
者
に
は
、
前

年
度
の
自
主
流
通
米
の
出
荷

数
量
分
に
応
じ
て
交
付
金
を

支
給
す
る
ん
で
す
。
」

五
平

「
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
な
。

最
後
の
自
主
流
通
米
の
価
格

・
:
と
い
う
の
は
ど
ん
な
利
点

が
あ
る
ん
だ
い
?
」

役

人

「

自

主
流
通
米
の
価
格
が

過
去
3
年
の
平
均
価
格
よ
り

低
い
場
合
は
そ
の
蓋
額
分
を

役
所
が
補
て
ん
す
る
ん
で
す

よ
。」

五
平

「
こ
れ
ら
利
点
は
、
少
し

で
も
生
産
調
整
を
実
施
す
れ

表彰種別 住所 種目 主な成績

優秀 大竹勝巳
川辺 空手道

県高校総合体育大会空手|
9 選 手 賞 (清陵情報高3年) 道競技男吾団体組手3位

ト一一一

10 /1 
石井清剛

竜崎 野球
第79回全国高校野球選手

(清陵情報高3i:j:) 権県大会準決勝進出

11 11 
失部淳

川辺 サッ力一
第43田県高校体笥大会

(彊筒11高3年) サッ力一競技第21立

12 11 
我妻由香利

南須釜 卓球
県高校体育大会県南大会及び高校新

(須賀川高2年) 人県南大会団体霞勝、タプルス盟務

13 // 
IJ¥ ~十 匠

中 剣道
剣道連盟石川主部小学5年生

(玉-/J¥5年) の部個人1霊勝

14 /1 
!左牒友哉

小高
剣 道 資j道連盟石川吏部小学6年生の部

(玉一小6f:j:) l個人瞳瞬、平田村大主個人檀餓

15 /1 
IJ¥針周吉

申
実j道連盟石川玉郡大会団体霞勝。

(玉lil少年剣友会代表) 剣 道 玉111付大会、平田村大会団体準壇勝

16 // 
車由美幸

小高
家庭パレi平成8、9年産県民スポツ

州 議院しーポサ段S~) ーポール大会石川地区大会連続優勝
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スポーツ 首牒方;欠 φ ゲート
1 功 労 菖 (村グートボール協会) ボール 妓能の向上に尽力

2 11 
小林富重

中
ゲート グートボーjレの育成、

(村ゲートポール協会) ポール 技能の向上に尽力

3 
霞秀辻昇一 東京都 /¥ンド 世界男ラハンドボール選

選手賞 (大崎電気) ()II辺) ボ-)し 手権に出場

4 1/ 
小杉昌毅 岩;去寺 フェン 全日本選手権フルーレ団

(福島空港JV) (京都) ツコワ 体優勝

5 1/ 
関 根勝 夫

北須釜 援 上
禦高等学校駅伝競走大会

(学;去石川高3年) 第6区2j立

6 
鈴木宗夫 ハンド 第35固県昌寺掌校新人大

11 
(学法石川高2年) 川 辺 ボール 会罷勝

ア
IJq十 I1萎 |

1/ 

(学法石)11高2年) 中
H H 

8 |間総合体的問1/ 
(学法石川高3年)i IJ¥ 冨 柔道 団体優勝。間策北大会3f:i1

し……ー

ば
受
け
ら
れ
る
の
か
い
?
」

役
人
「
こ
れ
ら
実
施
者
へ
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
す
べ
て
生
産
調

整
を
削
%
達
成
し
た
人
に
対

し
て
の
み
で
す
か
ら
、
間
違

わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い。」

4 

「最
近
、
米
の
消
費
が
減

っ
て
る
ん
で
な
い
の
。
」

「
昭
和
幻
年
に
は
、
年
間

一
人
当
た
り
間
見
食
べ
て

い
た
の
に
平
成

8
年
に
は

U
均
ま
で
減
少
し
て
い
る

ん
で
す
。」

「
パ
ン
や
ラ
ー
メ
ン
、
肉
な

ど
い
ろ
い
ろ
食
べ
物
が
豊

富
に
な
っ
た
か
ら
な
あ
。」

「
生
産
調
整
と
併
せ
て
、

米
の
消
費
拡
大
す
る
こ
と

も
重
要
な
こ
と
な
ん
で

す
。
」

五
平

役
人

五
平

役
人

自
分
た
ち
の
子
供
や
孫
に
受
け

継
い
で
も
ら
う
農
村
を
築
き
、
農

業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

集
落
座
談
会
な
ど
で
の
話
し
合
い

が
重
要
な
取
り
組
み
の
第

一
歩
と

な
り
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
協
力
で
、
未
来
に
向
け
て

水
田
農
業
の
活
路
を
拓
き
ま
し
ょ

、っ。
平
成

9
年
度
第
4
回
「
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
は
、

1

月
お
日
(
金
)
に
村
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
次
の
子
ど
も
た
ち

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

野崎慶太郎
(JlI辺・宏、志)

須藤勇登
() 11辺・登)

白旗美希
() 11辺・敏明)

佐藤美樹
()II辺・晃)

添田愛美
(小高藤夫)

滝 )11彩加
(竜崎昌宏)

芸
大

)

由
湧

扇
先
日

-db
究可

-
国
』

1

山
川
出

E
L
Z
E
]
 

工
(

上野絵海
(竜崎-真次)

石森弘男
(山小屋・長治)

石森直喜
(山小屋・峰夫)

「
h
u
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マ

r
m去

大

野

馬

上
大
和
田

相

楽

榊

枝
石

森

佐
久
間

行

畑

山

長

十

冒
品
目

L
F

、川
γ
d
a

大

野

パ

勺

会

忠

良
野
百

瀬

谷
、、『ぃ
l
l

パ

勺

会

出

石

森
杉

山

河川
J

R

μ
・

杭

叫

「

交

日

大

野
形形森木森

裕裕

関湯石根関近佐佐
久

井本根内藤間

梨

太剛好紀哉渉自明

介 由 紀

清
定正

一
時
山
凡
パ

ヨ
J
R

てコ

め力

「
も
う
す
ぐ
1
年
生
、
楽
し
み

だ
な
あ
」
。
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
小
学
校
に
行
く
の
を

。
待
ち
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

本
年
4
月
、
村
内
の
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
は
、
昨
年
よ
り
2

名
少
な
い
部
名
で
す
。

名
前
が
漏
れ
て
い
た
り
、
間
違

っ
て
い
る
揚
合
に
は
村
教
青
委
員

会
(
岱
五
七
i

四
六
三
一
ニ
)
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

恒一民
ヱ
小
z

八四久
'
'
S
1

・B
春は

る
か

bhv~ 

E
z
f
 

沙

I台
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IU命林林田狂II丑 111部

司出車

広報たまかわ平成10年3月

武英初栄

策

j蒜裕蒋聡沙秀
耳I~
佳

広成雄央弘

健節友一武守

彦次義則樹

I吹弓林越川

秀良

勝絡

上日 訂正i三
プ=j 11円

健 寛降

三小小

手会衣

H童京己

武正

停理章
太

夫次博郎

下
や

ι
河本

根

太

朔剛{右誠

介

新入学児童

l' 
86人です

ニIx.
守主

平時10年農

之ー

1[1筆菊光正公隆栄和

出

イ呆
護

れ番
町名

↑じ
4
J
i
 

未
歩
子里咲

仲
間
山

拓

博輝健
!件主と

郎 志雄次

行夫男雄

原 白 小 矢 大 大 須 野 J二坂

優

旗:針部竹竹藤 1]]奇

穏

瑞

主令

舞愛未麻幹由千
手iJ
絵晶

忠、

日券

希楓

夏弘

お千 ，}6: 
i二I i仁I

江

竹部!万尻

利 IJ召

直男男砂i之郎伊格I

小真三溝溝車大松

i壬1
ブ1

橋針根

太淳聡匠二総史樹

康勝弘和一正秀

美奇利
註i志禎
紀夫男

咲衣

IJ¥ 関

君主尚

保
護
者
名

宏
洋

子
和

夫
テ
ル
代

針 弓 輸 井 : 1=1:11]木

夫

さ陪
く
ら

大|時

英

夫

.j[f二、、tl::
'(fl二i'(仁I

手E

亮

小小関佐湯

伴
比"“un 

菜

針針根藤

{左

いい、寸ノ

保
護
者
名

武

将

夫

保
護
者
名

和

寿

児
科t

IJ召氏
名

範

(叩・

3
・
1
現
在
・
敬
称
略
)

ニ立L

早

j子主
主た

由

春
の
全
国
一
父
通
安
全
運
動
は
、

4
月
6

白
か
ら
げ
山
日
ま
で
の
叩
日
間
行
わ
れ
ま
す
。

「
う
ん
て
ん
し
ゅ
さ
ん
、
ち
い
さ
な
ぼ
く

が
み
え
ま
す
か
?
〕
を
運
動
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
本
村
で
も
交
通
対
策
協
議
会
や
安

全
協
会
芯
ど
の
団
体
が
中
。
と
な
っ
て
各

種
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

4/6~4/15 

運

動

の

霊

占

掛えま吉村?J

愛

関
根
恵
津
・
関
根
好
子
・
添
田
安

夫
・
高
根
孝
泰
・
円
谷
ア
ヤ
子
・

増
子
正
広
・
溝
井
徹
・
吉
田
徳

次
・
渡
辺
さ
な
え
・
円
谷
克
也

極
玉
川
村
役
場
(
鈎
名
)

味
一
戸
ミ
ド
リ
・
石
井
貞
一
・
大
越

健
一
・
大
竹
一
誠
・
大
竹
タ
ミ

子
・
大
和
田
ス
ミ
・
車
田
ヨ
シ

子
・
小
原
幸
春
・
小
針
敏
子
・
五

味
久
枝
・
佐
藤
義
光
・
塩
津
美
代

子
・
塩
田
敦
・
塩
田
敬
・
清

水
紳
一
郎
・
添
田
孝
則
・
田
村
伸

也
・
円
谷
さ
と
み
・
本
田
千
佳
・

曲
山
孝
夫
・
増
子
貞
美
・
増
子
広

行
・
真
弓
誠
・
溝
井
康
夫
・
宗

形
徳
次
・
矢
部
美
枝
子
・
横
田
亜

紀
子
・
田
正
・
吉
田
み
ど
り

(
1
)

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

(
2
)

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の

徹
底

(
3
)

自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ

去
る
1
月
幻
自
(
水
)
仁
村
内

3
箆
所
で
献
血
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
次
の
特
名
の
方
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

な
た
の
愛
の
献
血
に
感
謝
い
た

し

ま

す

。

(

敬

称

略

)

画
品
あ
ぶ
く
ま
石
川
須
釜
支

倍
前

(
2
名
)
片
寄
富
士
美
・

関
根
さ
ゆ
り

圏
中
根
精
工
(
抹
)
(
げ
名
)

浅
香
照
雄
・
石
森
昌
興
・
大
川
内

忠
雄
・
大
川
内
文
江
・
大
竹

茂

・

・

小

原

ミ

ヤ

子

・

正 交
し通
ピル
会と i 

写生
ナ占

48 
実
Z斐

村

の

取

組

活

動

本
村
で
は
、
交
通
安
全
団
体
が

協
力
し
て
次
の
取
組
み
が
計
爾
さ

れ
て
い
ま
す
。

(
1
)

保
育
所
、
幼
稚
菌
、
小
学

校
の
新
入
園
、
入
学
児
童
に

交
通
安
全
帽
子
(
黄
色
の
帽

子
)
と
安
全
用
鈴
の
配
布

(
2
)

交
通
安
全
啓
蒙
チ
ラ
シ
の

全
一
戸
配
布

(
3
)

防
災
無
線
で
の
広
報

(
4
)

誌
報
車
で
の
広
報

(
5
)

指
頭
指
導
の
実
施

(
6
)

児
童
へ
の
教
本
の
配
布

時いき培i事<1ず

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

額
認
の
献
に
ご
協
力
を

m月
mm
臼
(
木
)

平
成
日
年
1
月
刊
山
日

F号九官九Lゅ合九

安
全
性
の
い
輸
血
用
血
液

を
確
保
す
る
た
め
、
問
診
等
が

厳
し
く
な
っ
た
た
め
に
献
車
離

れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
献
血
は
、

誰
も
が
で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

平
成
問
年
度
は
次
の
日
程
で

献
血
を
実
施
し
ま
す
。

第
1
回

4
丹
日
日
(
月
)

第

2
回

7
月
げ
汀
(
金
)

第
3
回

第

4
回

(
水
)ど

う
ぞ
愛
の
献
車
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

決
ま
り
き
っ
た
言
葉
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
「
交
通
安
全
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
こ

と
」
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

す
。
期
間
中
に
家
族
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

広報たまかわ平成10q:3月

.-=::=::=D 
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平成10年3月
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広報たまかわ

のど自慢 EE1-支 .... ~'重信
優勝者属工。ん刀内米U

NHKのど自彊大会で僅勝した馬上勇さん(南須釜)が役

場を訪問し、車田村長に優勝と3月14日!こ東京のNHKホ

ーjしで開かれる全国大会出場の報告を行いました。車田村

長は、全国大会での健闘を願って村からの激闘金を贈りま

した。また、馬上さんの勤務先の水谷工業(石川町)の水谷

社長と緑川|営業所長も同行しました。

い
ず
み
幼
稚
園

卒
園
作
ロ
聞
が
完
成

い
ず
み
幼
稚
園
(
水
野
岩
雄
園

長
)
で
は
、
卒
園
児
童
貯
名
が
卒

園
を
記
念
し
て
制
作
し
た
作
品

(
看
板
)
が
完
成
し
ま
し
た
。

ひ
な
祭
り
の
こ
の
日
に
お
披
露

目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
看
板

は
、
園
入
口
の
フ
ェ
ン
ス
に
取
り

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平成10年3月

白銀に招かれて

スキーを通じて村民の親睦を図ることを自的にしたス

キー教室が、磐梯国際スキー揚で行われました。教室に

は、 46名が参加して、玉川|スキークラブ員が指導を行

いました。

広報たまかわ

f子供に何を伝えますか?
村人権擁護委員会主催の講演会が村就業改善センター

で行われました。講師に那須甲号自然の家所長の五十川

経夫先生を迎えて{今、大人が号1共に伺を伝えるごとが必

要なのかJが話されました。全国的に号供たちの問題が

討議されている時期から大勢の聴講者が訪れました。

玉

川

地
安
会

青
少
年
非
行
防
止
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
玉
川
地
安
会
の
大
竹
勝
義
会
長
(
岩
法
寺
)

は、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
、
自
身
の
体
験

な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子「
す
こ
や
か
に
育
っ
て
」を
自

主
出
版
。
約
別
冊
を
村
内
の
教
育
・
防
犯
機
関
な
ど

に
配
布
し
ま
し
た
。

行政相談員をもっとPR

大
竹
会
長
が
出
版

行政相談制度について、本村の相談員である真野自喜正

さんと行政監察事務所の職員、それと村内の行政関係機関

の役員を交えての懇談会が行われました。

懇談では、相談員の奇在をもっとPRしてゆくことが確

認されました。

社協役員体験訪問

社会福祉協議会役員がホームヘルパーに同行して介護

活動を体験しました。臼旗ミ力さん(J11辺)宅には、車田

会長と翼弓監事が同行し、会長からミ力さんに花束力f贈

られました。ミ力さんは「いつもやさしくお世話をいた

だいておりますJと喜んで話していました。

J
A
L
大
阪
使

間

万

人

達

成

白本航空の大阪便の利用者が100万人を達成し

ました。ちょうど100万人目の方は、郡山市に住

む杉安環さん(24歳)でした。杉安さんは、奥羽

大学の学生。春休みの里帰りで飛行機を利用して

今田の幸運を射止めました。日本航空から記念品

と花束力て贈呈されました。

第12回縄跳び大会
幼児から大人までの地よい汗

村喬少年寄成村民会議南須釜地区推進協議会(棺

楽義二会長)主催の第12口縄跳び大会は、勤労者体

青センターで約250名が参加して行われました。

今年も全日本チャンピオンの高藤仁さん(いわき

市)をゲストに迎えて大会を盛り上げました。塩津

宏君(須小5年)が3，322闘の大会新記録で総合優勝

を飾りました。部門別の入費者は次のとおり。

(写輿提{共~飯重喜三郎さん)

大川内勇太鈴木啓章・ 3位

号室
=田重

1曽ミ子正広

翼野田スミ

3位

31立

31立

関根さゆり

小原昭吾

育費鶴三子

除小学6年生の部

1位 鈴 木 将 .2位
砂26歳"'39歳の部

1位塩 j塞和彦 .2位

惨40歳"'49歳の部

l 1立我妻一夫 .2位
惨50歳以上の部

1位小原嗣男 .2位

惨二重跳びの部

l 1立佐藤絵美

小針彩美3位IJ¥針 望 美21立

小原麻里有賀良輔・ 3位2位

鈴木総里香

石森 実佳

車田震文

石森大地 .3位

小針干佳.31立

車由理絵 .31立

21立

21立

21立

砂知稚留の部

l 1立関根希

惨小学 1年生の部

1位塩漂祐成

砂小学2年生の部

l 1立増喜雄太

砂小学3a:~の部

l 1立;蕎井霊美

砂小学4年主主の部

1位大野正博

砂小学sa:生の部

11立塩 j幸宏

8 

真野目悠太大川原美佳 .3位21立石井明菜真野白悠太 .31立2位

9 



級
就職戦線異常あり一一一ω の今日この頃でございます。

こんな時だから、挑戦してみませんか? ー…簿記3級 -

この資格を武器に就職の難関を突破しましょう。

事務系説職希望の女'1生のための技術講習会です。

3 『巴
墨
田
四
割

0fiJ0 
簿女性のための

司国司国の健康ごよみ
園3月

19EH木)三種混合予防接種・・・

午後2時~

LμJ$tDJ_:Y 
iよら辺/

現
在
使
用
し
て
い
る
老
人
医

療
受
給
者
証
は
、
平
成
問
年
4

月
1
日
よ
り
新
し
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
更
新
の
日
時

及
び
場
所
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

回
覧
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
c

健
康
福
祉
課

補焼村
で
は
、
家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却

炉
を
購
入
す
る
際
に
補
助
金
制

度
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
問
題
を
考
慮
し

て
、
3
月
白
日
を
も
っ
て
こ
の

制
度
を
溌
止
す
る
こ
と
に
い
た

し

ま

す

。

住

民

課

期内 容間
平成10年6月14臼実施予定の自商簿記3級合揺をめざします。

平成10i+4月15自""'6月58(21司間) (毎週間 7j( .金)

時間 午剖9時30分~午後3時30分 (5時間)
4エミb ムi若E君ヨ 郡山地域職業訓練センター(郡山商工会議所向かい)

蛍講料 無料

経費 教材代 自己負担

検定料 自己員担

定員 24名(就職希望の女性で、金期間出席出来る万)※定員超は抽選。

期間)4月8日"-'4月10日 (3日間)

申込み
時間)午前9時~午後4時まで

方法
場所)郡山駅前かんの郡山駅前ビル5階

立性就業援問センターへ直接来所により

TEL0249-31-1145 

"1日石股関節脱臼検診・・

午後 1時30分~午後2時

10日〈金) 1歳6力用児健診・

午後 1時~

3・4力月児健診

午後 1時30分~

13日(月)献血.• 

20臼(火) 機能司11練・・・・・・・・..• 

午前10時~

22日(水) ポリ7.t予知接謹・・・・・・・・・・・・・・・目・須

午後 1時~

-保

-・・ 1采

一保

題4月

8日(水)

4月 1自力、ら携帯電話等からの119番通報が可能とな

ります。

今まで携帯電話、自動車電話からの119番への通報が

できませんでしたが、 4月 1白からはかけられることに

なります。

※j莞需電話は、芦が間き仁くい場合が

ありますので、近くに公京電話や加

入電話があるときは、それらを利用

してください。

平
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
平
成
初
年
度
の
赤

坂
団
地
(
川
辺
)
の
住
宅
分
譲
(
ロ
ほ
画
)
を
次
の

内
容
で
募
集
し
ま
す
。

極
受
付
期
間

4
月
比
自
(
火
)
か
ら
却

H
(月
)
ま
で

圃
受
付
場
所
・
時
間

@
役
場
企
画
財
政
課

@
午
前
凶
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

極
抱
選
日
時
・
場
所

@
4
月
幻
自
(
木
)
午
前
日
時

@
玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

自動車税{立、毎年4月 1日現在に自動車を所南している15
に対して、 5月31日を納期限として課説されます。(舎年は

日曜日になっているので6月 1日がの納期隈です。)

納税通知書l立、 5月中旬に送付されますので軍めに納めま

しょう。

なお、男{本障害者や精神障害者の万で、一定の条件に該当

する場合には自動車税が減免される制度があります。該当す

る万は、次の書類を添えてら月25日までに申請してくださ

し¥0

(減免申請にl必要な書類等(初めて申請する場合)) 

①自動車税減免申請書(県中地方振興局県税部にあります)

②身体鐸害者手壊、戦傷病者手帳又療語手帳

③運範する万の免許証

④自動車検査証

⑤家族の方が運転する場合には、長障者等のために運転する

邑の証明書

⑤納税義務者(身障者等)のEP鑑

@もっと詳しくお知りになりたい方は

福島県女性就業援助センター
ヂ960-8681 福島市杉妻町5-75
TEし024(521)7740までどうぞ。

須:須釜公民館

:受付時間

保健センター

i白石:18石川保健所

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

員己
申 PY]土新自の野本政さんから 2万Pl .. JI/辺の矢吹英男さんから 10万 円

骨北摂3訟の草野光重さんから 5万円 事1ft辺のlEJ子主義さんから 2万 何

事 南須釜の塩探さんから 107JPl ・凶辻新田の講)/:利一一ーさんから 3万 円

.. yぎの佐藤敏則さんから 1万円 (村社会福祉協議怠〉

お誕生おめでとうございます|
(2月届出分)

保護者名出生児氏名

渡辺実可子

縁)[1 玲 央

小林智弘

塩津和也

阿部 i字Jと介

大越端樹

須釜佑介

区i芭
1，762戸(十 11) 

7，663人(十 18)

3，751人(十 14)

村のようす
れO:q:3月1臼現夜)

管
轄
季
五

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

分

譲

個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
三
月
三
十
一
日
(
火
)

ま
で
で
す
の
で
、
正
し
く
お
早
め

に
申
告
、
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
等
に
つ
い
て

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務

署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

(2月届出分)

年齢世帯主名

84 重義
86 政克

45 昇

80 敏
82 
76 
82 
67 

弘光
政
利

死亡者氏名
因子キノ
矢吹政治部

鈴木
イた藤タケ
塩 浮 宜 利
草野キミヨ
野本くら
溝井清

'l 

地区
)[1 辺

岩法寺
1]J~f 

甫須釜
北須釜
問辻新出

ク

3，912人(+4)

{
納
期
限
は
3
月
刊
山
巴
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
縮
め
ま
し
ょ
う
】

今
月
の
納
税

居
毘
年
金
一
保
険
料

3
月
分

村

公

民

館

地
場
産
の
工
芸
品
も
巧
款
に
て
売
ら
ん
と
す
な
る
商
魂
も
つ
く

諏
訪
イ
々
子

ぬ
平
の
令
}
ょ
な
く
愛
ぜ
し
平
伏
沼
川
内
村
を
詩
の
里
ど
し
て

長十

長
里

公
園
で
デ
ィ
ケ
ア

1
の
仲
間
の
芋
宏
一
会
湯
気
ど
立
ち
お
り
笑
い
の
声
も

生十

~ 

可
、Zァ
d 人

し
な
の
路
の
名
物
そ
ば
の
そ
の
呑
リ
惜
し
み
て
し
ば
し
歯
を
み
が
く
せ
ず

大
名
の
宿
場
詠
な
る
茅
葺
き
の
屋
根
に
修
理
の
職
人
が
立
つ

吉
田

英
祐

小
針
み
ね
子

リ
ス
ト
ラ
や
白
主
廃
業
の
暗
き
世
に
宇
宙
遊
泳
は
な
ご
み
の
ア
ニ
メ

生十

愛
子

10 3月22日は「国連水の臼jです。3月22巴は{国連水の8Jです。11 
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趣
味
の
達
人

今
月
は
石
津
節
男
さ
ん
(
印

織
・
中
)
の
事
翼
を
紹
介
し
ま
す
。

i
石
津
さ
ん
と
写
真
と
の
出
会

い
は
、
ど
ん
な
き
っ
か
け
だ
っ
た

ん
で
す
か
?

「
神
奈
川
県
の
会
社
に
就
職
し
た

当
時
(
昭
和
制
年
頃
)
会
社
に
「
写

真
ク
ラ
ブ
」
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

入
部
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

そ
の
後
、

5
年
く
ら
い
続
け
ま
し

た
が
止
め
ま
し
た
。
」

i
再
開
さ
れ
た
の
は
?

「
凶
年
く
ら
い
前
に

N
H
K
通
信

講
座
で
1
年
荷
受
講
し
て
か
ら
で

す。

5
1
6
年
前
か
ら
須
賀
川
市

に
あ
る
「
写
回
ぼ
た
ん
」
と
い
う

愛
好
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
こ
の

会
の
会
員
は
と
て
も
レ
ベ
ル
が
高

⑧ 

『写

首
六
』
:
:
:
:
:
:
:
:
:
石
津
節
四
十
力
さ
ん

く
て
刺
激
さ
れ
ま
し
た
。
」

i
(事
棄
を
毘
せ
て
も
ら
い
な

が
ら
)
田
町
内
は
も
と
よ
り
全
額
的

な
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
多
数
入
一
覧
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

「
入
賞
し
て
新
聞
な
ど
に
自
分
の

作
品
が
載
っ
た
と
き
は
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
」

i
主
に
風
景
が
幸
い
で
す
ね
。

「
人
物
は
、
難
し
い
で
す
よ
口
モ

デ
ル
の
表
情
が
回
く
な
っ
て
し
ま

う
し
、
そ
の
表
情
を
和
ま
せ
な
が

ら
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
・
:
難
し
い
で
す
よ
。
蛾
影
す
る

自
分
が
緊
張
し
す
ぎ
た
り
も
し
ま

す
か
ら
ね
り
」

に
構
想
を
練
っ
て
か
ら
出
掛
け
ら

れ
る
ん
で
す
か
っ

「
大
ま
か
な
構
図
は
考
え
ま
す
が

あ
と
は
、
そ
の
時
々
の
瞬
間
を
犯

い
ま
す
。
い
わ
ば
偶
然
的
な
も
の

が
多
々
あ
り
ま
す
よ
。
」

i
レ
ン
ズ
を
覗
い
て
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
し
た
瞬
間
に
吋
こ
れ
は

ヤ
ツ
タ
i
、
い
い
作
品
が
出
来
た

と
思
わ
れ
る
ん
で
す
か
っ

発行/福島県石川郡玉川村-大字小高宇中11援9

)
私
の
大
切
な
宝
も
の
は
、
こ
の
古
ぼ
け

世
間小

た
日
記
で
す
。
こ
の
日
記
は
、
私
の
祖
父

ん
巌
が
、
明
治
4
年
か
ら
大
正
3
年
ま
で
の

4
C
 

与
】
初
年
間
金
日
き
絞
っ
た
も
の
で
す
。
長
い
問
、

、m
J

よ
く
脅
さ
過
し
た
も
の
だ
な
あ
と
思
い
ま

生
口

J

J

す
。
自
分
で
書
こ
う
と
し
て
も
、
い
つ
も

ム
〈
口
控
折
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
・
:
。

…
一
一
ね
祖
父
は
、
私
が
生
ま
れ
た

2
ヶ
月
後

(
大
正
5
年
日
月
)
に
亡
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
直
接
の
思
い
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
の
日
記
を
通
し
て
交
流
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

ー
冊
書
き
綴
つ
で
あ
り
全
部
で

「私の宝ものj⑬シリーズ

「
そ
れ
は
少
な
い
で
す
ね
。
そ
の

瞬
間
は
思
つ
で
も
、
焼
き
上
が
っ

て
み
る
と
、
余
り
良
く
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
よ
。
い
っ
ぱ
い

搬
つ
で
も
満
足
で
き
る
も
の
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
口
」

i
Z棄
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ

た
こ
と
っ
て
な
ん
で
す
か
?

「
同
じ
趣
味
(
写
真
)
を
持
つ
人
と

の
交
流
が
い
い
で
す
ね
り
と
て
も

楽
し
い
で
す
己

ー
今
後
の
目
標
み
た
い
な
も
の

あ
り
ま
す
か
っ

「
空

h

一
川
村
内
(
風
景
)
の
作
品
を

撮
っ
て
み
た
い
こ
と
と
、
今
ま
で

の
作
品
を
展
示
し
て
皆
さ
ん
に
見

て
も
ら
う
機
会
が
出
来
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て

相
冊
あ
り
ま
す
。
一
部
紹
介
し
ま
す
と
、

明
治
6
年
6
月
日
臼
「
般
若
寺
跡
に
小
高

小
学
校
開
校
、
生
徒
出
席
一
人
も
無
し
」
、

明
治
7
年
7
月
5
呂
「
丑
寅
の
方
向
に
ほ

う
き
星
が
現
る
」
、
明
治
犯
年
の
大
凶
作

の
こ
と
な
ど
興
味
深
い
出
来
事
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
文
の
形
式
は
、
江
戸
時
代
に

近
い
書
き
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
記
は
、
私
が
歴
史
を
勉

強
し
て
き
た
中
で
の
数
本
で
あ
り
指
針
で

も
あ
り
ま
し
た
。
本
村
の
村
史
を
編
纂
す

る
際
に
も
大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

心に残る
我がふるさと

f楽しかった小学生の頃J

埼玉県与野市

細淵昭サさん

(小高出身・高原木代子さんの義姉)

故
郷
を
離
れ
て
訂
年
余
り
。
想
い

出
は
果
て
し
な
く
、
尽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
何
と
一
一
一
一
口
つ
で
も
小
学

生
の
頃
の
こ
と
は
楽
し
い
思
い
出
で

す
ね
。
「
追
い
上
げ
」
と
一
一
一
一
口
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
家
の
前
の
舘
山
で
太
鼓

が
ド
ン
ド
ン
鳴
る
と
、
そ
の
日
は
農

作
業
は
休
み
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち

も
近
所
の
ハ
ル
ヨ
さ
ん
、
ヒ
ラ
子
さ

ん
達
と
「
弁
当
持
ち
ゃ
っ
ぺ
」
な
ん
て

言
い
合
っ
て
、
残
り
ご
飯
に
鰹
節
を

か
け
た
弁
当
を
持
っ
て
山
に
登
っ
て

食
べ
ま
し
た
。
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん

で
婿
っ
て
叱
ら
れ
た
り
、
ま
た
真
夏

の
照
り
付
け
る
日
中
、
阿
武
隈
川
ま

で
歩
い
て
行
っ
て
、
男
の
子
も
女
の

子
も
真
っ
裸
で
「
母
畑
石
ま
で
競
争

だ
」
な
ん
て
川
の
真
ん
中
に
あ
る
大

き
な
石
ま
で
流
さ
れ
な
が
ら
、
バ
タ

パ
タ
と
泳
い
だ
こ
と
な
ど
が
今
こ
う

し
て
書
き
な
が
ら
も
笑
い
が
こ
み
上

げ
て
き
ま
す
。

昔
は
み
ん
な
貧
し
く
、
美
味
し
い

も
の
が
無
く
て
も
平
気
だ
っ
た
の
に

今
は
何
で
も
有
り
余
っ
て
い
て
も
何

か
満
た
さ
れ
な
い
世
の
中
で
子
供
た

ち
も
可
哀
想
で
す
ね
。
昔
の
こ
と
を

一
一
一
一
口
つ
て
は
孫
遠
か
ら
平
日
お
化
け
」
な

ん
て
一
一
一
日
わ
れ
ま
し
た
が
、
で
も
今
の

故
郷
は
、
実
家
に
帰
る
度
に
変
わ
っ

て
私
の
住
む
与
野
市
よ
り
便
利
で

す
。
お
屈
も
沢
山
あ
っ
て
都
会
的
で

大
変
な
発
展
ぶ
り
で
す
も
の
ね
。

ま
た
、
玉
川
会
の
お
陰
で
懐
か
し

い
人
々
に
お
会
い
で
き
る
楽
し
み
が

増
え
、
来
年
も
元
気
で
出
掛
け
ら
れ

る
よ
う
に
と
張
り
合
い
も
出
来
て
、

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

と
毎
月
の
広
報
た
ま
か
わ
を
首
を
長

く
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。
村
の
出
来

事
や
名
人
、
達
人
が
い
っ
ぱ
い
で
驚

く
ば
か
り
で
す
。
ど
う
ぞ
何
時
ま
で

も
山
や
川
の
美
し
さ
と
村
の
発
展
と

そ
し
て
皆
々
様
の
ご
健
康
を
願
い
な

が
ら
失
礼
い
た
し
ま
す
。

12 




